
タロの国市
2006年2(隆
鶯馘熙当な餃饒

編集 :伊豆の国市
議 会 だ よ り特 月J委 員 会

41θ2292静 周県伊豆の国市長岡θ4θ子

容θ55-948-7477Fハχθ55‐_9482_97θ

隋.雉鍮軋
議案一覧― ― ― ―

一般質問

平成17年度補正予算について

常任委員会報告    一  ― ―  ―コ

伊豆の国市大健闘 9位 ||(第6回 静岡県市町村対抗駅伝大会)

2

3

10

1 1

Ψ 「



優診国市
"豊
だよりJ●.20

C

議案第96号

議案第97号

議案第98号

議案第99号

議案第100号

議案第101号

議案第102号

議案第103号

議案第104号

議案第105号

議案第106号

議案第107号

議案第108号

議案第109号

議案第110号

議案第111号

議案第112号

議案第113号

議案第114号

議案第115号

伊豆の国市固定資産評価員の専任について

財産の取得について (守山西公園用地)

伊豆の国市と伊豆市との間で共同設置しようとする廃棄物処理施設整備の事務の委
託に関する協議について

伊豆の国市市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定について

伊豆の国市防災センター条例の一部を改正する条例の制定について

伊豆の国市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について

伊豆の国市心身障害者小規模授産所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する
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伊豆の国市下水道条例の一部を改正する条例の制定について

伊豆の国市韮山生涯学習センターの設置、管理等に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

伊豆の国市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の制定について

伊豆の国市大仁町史刊行委員会条例の制定について

平成17年度伊豆の国市一般会計補正予算 (第4号 )

平成17年度伊豆の国市国民健康保険特別会計補正予算 (第2号 )

平成17年度伊豆の国市老人保健特別会計補正予算 (第2号 )
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行
政
改
革
と
そ
れ
に
伴
う
行

政
組
織
の
見
直
し
に
つ
い
て

板

垣

紀

夫

巫ε崎帥勒教緯蒙』稀師鰍

成にどう結びつけるのか。

ぬΨ晰嘲融列麒っ緋従財へ］

改
革
本
部
を
行
政
内
部
に
立
ち

上
げ
、
民
間
有
識
者
に
よ
る
市

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
を
設

置
し
、
二
月
ま
で
に
行
財
政
改

革
大
綱
を
策
定
す
る
。

来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

は
、　
一
般
会
計
の
当
初
予
算
額

と
し
て
百
六
十
億
円
を
目
途
に

財
源
の
確
保
と
聖
域
な
き
歳
出

改
革
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
る
。

％ε晰団珊嘲̈
「価と見直

ぬΨ硼珈̈
“融Ⅶ剛胸岬鰤

たの日丁ａ律』緻麟崎榊籍』け

婉藤却嗣剛跡麟̈
はげ嚇崎

肇商脚ダ珊頻い「ａ同御略

剛街に剛鰤物噺轍卿硼餃』

ているところであり、順次
改
善
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て

い
る
。
●
鍔
制螺

萌̈
認識

ＡΨ
制鵜帥轍略蹴量測刹砒

い』だ効硼馴隧）いは，狩っ

硼劃呻掏「賜れ日縣散請“

耐四嗽豚帥機に経』いげ徴。

国環たれイ罐詢酬翻後刺刻

レ沖炒励̈
副釧馴硼脚却け

はい勧臓』淵」一腱鵡は脚

赫魏論は今後大きな問題で

鰤顆
坤剌嘲倒詢‐この「〕しし、

ハΨ
”“″̈
ぃな】勧げは

騰か動簾一州酔猟潮嗽畦脚

悧罰”っ”が計藤脚ど牌勧

馘教ピ衿雌凱師臓鉤馨̈
酬

α噂辞酬嚇「整備を検討し
介
護
保
険
制
度
策
定
の
経

緯
と
特
養
建
設
の
可
否
に

つ
い
て

柳

沢

秀

次

尤
ψ
度 ．
鯨
組
岬
ｒ
Ｍ
薙
酬
軸
脚

第
二
次
と
し
て
始
ま
り
ま
す
が
、

い
ま
市
で
は
市
民
の
代
表
を
加

え
、
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
、

制
度
設
定
と
保
険
料
の
具
体
案

を
作
成
中
と
思
い
ま
す
。

伊
豆
の
国
市
と
な
り
、
基
金

（残
金
）は
約
二
億
円
あ
り
ま
す

が
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
ど
ん

な
策
定
案
を
つ
く
る
の
か
、
保

険
料
は
ど
う
な
る
の
か
、
検
討

委
員
会
の
経
緯
と
今
後
の
進
め

方
を
伺
い
ま
す
。

二
点
日
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
が
韮
山
地
区
に
な
く
待

機
者
が
多
数
お
り
、
そ
の
建
設

が
望
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
市
長

と
し
て
、
韮
山
地
区
に
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
の
考
え
が

有
る
か
否
か
を
伺
い
ま
す
。

ハ
ワ
耐
に
融
断
雌
Ｍ
帥
押
麟
珊

現
在
策
定
中
で
あ
り
、
十
月
か

ら
三
回
行
い
、
制
度
設
定
は
ほ

ぼ
終
わ
り
ま
し
た
。

年
内
に
あ
と

一
回
開
催
し
て

保
険
料
を
仮
決
定
し
、
二
月
末

ま
で
に
は
計
画
案
を
完
成
さ
せ

る
予
定
で
す
。

二
点
目
の
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
建
設
可
否
に
つ
い
て
で

す
が
、
多
数
の
待
機
者
が
い
る

現
状
、
中
学
校
区
を
基
本
に
し

た
施
設
整
備
の
均
等
を
考
え
、

韮
山
地
区
に
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
設
は
民
営
に
な
る

と
思
う
が
、
伊
豆
の
国
市
民
が

利
用
で
き
る
枠
、
五
十
床
を
確

保
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

特養老人ホーム t ちヽごの里 (江間)
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自
主
財
源
に
よ
る
主
体
的
な

自
治
体
建
設
を鳥

居

松

彦

⑪
綺
凱
醇
聟
鉾

市
の
歴
史
資
産

・
文
化
財
等
の

活
用
に
つ
い
て
）と
は
不
可
分

の
関
連
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
こ
に
生
か
す
べ
き
次
の
よ
う

な
私
案
を
提
言
し
た
。

①
江
川
邸

・
反
射
炉

・
蛭
ヶ
小

島
を
包
括
す
る
歴
史
的

・
文
化

的
な
観
光
散
策
路
の
整
備
。

②
反
射
炉
の
歴
史
的
意
義
を
考

慮
し
た
当
時
の
反
射
炉
に
よ
る

鉄
製
品
や
、
そ
の
製
作
過
程
等

の
模
型
復
元
と
、
自
然
と
の
共

生
に
よ
る
周
辺
地
域
の
育
成
（螢

前

だ
柑
霧

鮮

謂

翼

）。

水
路
を
配
し
て
、
規
模
を
拡
大

し
つ
つ
、
か
つ
往
時
の
武
家
屋

敷
等
を
再
元
し
、
頼
朝
関
連
の

資
料
を
展
示
し
て
、
伊
豆
の
国

桜
（仮
称
）を
植
栽
し
た
庭
園
を

造
り
、
歴
史
公
園
と
す
る
。

金
Ｖ
崎
峰
炉
脚
唖
醐
州
疑
け
理

い
て
検
討
し
て
い
く
。

論
Ⅲ

蹄
銅
震
癬
訂
的
に
う ュ
判
彬

の
観
光
道
路
並
び
に
生
活
道
路

の
整
備

・
建
設
、
及
び
当
市
が

観
光
地
と
し
て
、
何
度
も
訪
れ

て
も
ら
う
た
め
、
現
存
の
観
光

資
源
に
多
く
の
付
加
価
値
を
つ

け
る
こ
と
を
強
く
要
望
し
た
。

ぬ
Ψ
吟
能
嘲
晰
潮
受
略
嘲
僚
婦

る
観
光
資
源
を
生
か
す
た
め
、

新
設
の
自
動
車
専
用
道
路
は
勿

論
の
こ
と
、
そ
れ
に
関
連
す
る

道
路
網
の
整
備
に
主
体
的
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

合
併
支
援
道
、県
道
一
〓
九
号
線

の
整
備
と
城
山
登
山
道
整
備
を
‥

土

屋

紀

男

論Ⅲ鰈亜長．には鶉棚線（「刹

河川区域との境界線は。

ハ
Ｗ

附
洋
叔
制
餞
嘲
雉
耐
げ
猟

河
川
の
高
水
位
の
高
さ
の
と
こ

ろ
ま
で
が
河
川
区
域
で
、
堤
防

よ
り
低
い
県
道
は
、
河
川
占
用

許
可
を
受
け
道
路
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。

価
靱
精
帥
腋
曜
蠅
喘
屍
胆
欧
ビ

か
け
て
の
整
備
計
画
は
。

ぬ
Ψ

岬
潮
叶
線
嗜
破
脚
雌
貯
］

を
行
い
、
平
成
十
九
、
二
十
年

度
で
、
提
内
地
を
利
用
し
て
工

事
を
実
施
し
た
い
。

急
傾
斜
対
策
と
治
山
事
業

嵐ε勤鴎齢結ヵ、れ神動州っ領

後は。

ぬ
Ψ

跡
畦
剛
座
ｋ
衿
癖
戦
』
計

成
。
今
後
は
子
育
て
地
蔵
付
近

ま
で
の
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

⑪
鍵
打滸
咄珈
岬

ハΨ御瞥わ鮪剛霙針菫鵬的

飾ｍ悴疇雄は琳』湖輝』河、

脚雌ど伊豆の国市のシンボ

ルの出に！

楓γ劃鰤梢制輔躯［謝制御。

ＡΨほ抑酬蠅̈
隊軸嚇詢嘲

ての整備を図っていきたい。

輌闊諸動け銘は紅蒟獅眈×、

頂上付近の危険な箇所に、

テ
ス
リ
等
の
設
置
を
。

Ａ
Ψ

け
い
マ
ｍ
際
飴
嘲
嘲
醐
れ

や
ロ
ー
プ
等
の
誘
導
等
で
対
処

し
た
い
。

％
晃
郷
脇
『

テ

血Ｗ口『棘艤叫確吻筈ｂ補
平
成
十
八
年
度
の

予
算
編
成

土

屋

源

由

鰤ε軒鮮赫蹴っ雌嚇州肪鮒、

ま

…

ハ
雪
を 一
馴
麟
珊
凱
鋪
球
針
稀
翻

示
し
、
各
部
局
ご
と
に
予
算
要

求
の
目
標
額
を
定
め
て
、
総
額

の
抑
制
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
来
年
度
の
重
点
課
題

は

一
番
目
に
水
害
対
策
、
二
番

目
に
安
全

・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
実
現
の
た
め
に
、
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
予
算
編
成
を
行

っ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
来
年

度
予
算
は
、
持
ち
寄
り
予
算
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
各
部
局

ご
と
に
市
全
体
の
状
況
を
把
握

し
、
緊
急
性
や
必
要
性
を
考
慮

し
た
上
で
編
成
を
行
い
ま
す
の

で
、
均
衡
あ
る
予
算
に
な
り
ま

す
。ねγ錦剛鳩け“却綸、委託

ぬ）齢鋤騰敬潮」漿碗あ一̈

疑姥能渡哺向午跨辱雌腕担予

まちのシンボル城山と
鮎友釣り発祥の狩野川

韮山反射炉
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当
、
財
政
担
当
の
三
者
に
よ
り
、

補
助
金
ご
と
に
状
況
を
把
握
し

な
が
ら
検
討
を
重
ね
、
交
付
要

綱
を
策
定
す
る
と
い
う
方
法
で

精
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。
負
担

金
、
委
託
金
に
つ
い
て
は
、
所

管
課
が

一
つ
に
な
り
、
予
算
編

成
を
行
う
こ
と
か
ら
、
統

一
的

な
考
え
方
で
精
査
し
な
が
ら
編

成
で
き
ま
す
。
す
ぐ
に
統

一
が

困
難
な
も
の
に
つ
い
て
は
今
後

も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
倫響抑醐的珊続事業と長期

ハ
冒
麟
麟
執
ぎ
酬
」
刈
か
れ
わ

で
は
な
く
、
伊
豆
の
国
市
と
し

て
の
事
業
で
あ
る
と
い
う
考
え

方
で
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
緊
急
性

や
必
要
性
を
見
極
め
、
優
先
順

位
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
市
の
財
政
状
況
を
考
慮
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
着
手
し
た
事

業
も
含
め
、
事
業
計
画
の
見
直

し
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

ご
み
処
理
施
設
建
設

規
模
は
適
正
な
も
の
を

三

好

陽

子

鶯
録
囃
脚
卜
卿
輛
暴
嗣
伸
げ
勧

い
る
た
め
、
伊
豆
市
と
伊
豆
の

国
市
と
で
広
域
に
建
設
す
る
こ

と
で
、
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
ご
み
資
源
化
の
推
進
、

生
ご
み
の
堆
肥
化
の
検
討
、
費

用
面
な
ど
二
市
と
単
独
の
比
較

検
討
を
行
い
、
適
正
規
模
に
す

る
べ
き
と
思
う
が
。

ハ
Ｗ
鷹
牌
け
剛
囲
ｒ
』
い
ｍ
磁

き
て
い
る
。
ホ
テ
ル

・
旅
館
か

ら
出
る
生
ご
み
の
問
題
と
、
畜

産
関
係
の
ふ
ん
尿
処
理
施
設
を

合
わ
せ
た
形
の
も
の
を
考
え
て

い
き
た
い
。
平
成
十
六
年
十

一

月
の

一
市
三
町
首
長
に
よ
る
会

議
で
、
必
要
性
の
認
識
、
費
用

比
較
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。

ｍ
Ｍ
Ｍ
詢
ち
（に
赫
ビ
醜
雄
州
牌

断
を
す
る
に
は
、
比
較
検
討
し

た
資
料
が
必
要
で
あ
り
、
提
出

す
べ
き
と
思
う
が
。

話
が
も
う
少
し
具
体
的
に

な

っ
て
き
た
ら
お
示
し
を

し
て
い
き
た
い
。

市
単
独
教
職
員
の
継
続

・
充
実
を

含
蜃

調

・ 書
釧
嗣
靖
援 ．
熟

・ の
制
嘲

い
ち
ゃ
ん
先
生
な
ど
、
市
単
独

措
置
に
よ
る
教
職
員
の
配
置
は
、

効
果
が
大
き
い
。
継
続

・
充
実

す
べ
き
と
思
う
が
。

ハ
Ｗ

舞
叡
叶
隷
劉
鷺
「
に
師
抑

の
幸
せ
を
図
る
た
め
、
単
独
措

置

（充
実
）
を
考
え
て
お
り
ま

す
。

長
岡
保
育
回
の
給
食
は

国
内
調
理
に

倫
蜃

嘲
“
ｒ
岬
囃
蹄
薇
砒
け
締

が
、
現
に
あ
る
給
食
室
を
増
改

築
し
、
保
育
園
内
で
調
理
す
べ

き
だ
が
。

ＡＷ
叡ぃ「ほ討。四硼ぃ議型。 暫

定
施
行
条
例
に
つ
い
て

飯

田
史

朗

⑪
暉
婢
『
］現
の

現
在
伊
豆
の
国
市
例
規
集
に

は
、
旧
町
時
代
の
各
町
独
特
の

条
例
や
規
則
が
暫
定
施
行
と
な

っ
て
い
る
。

伊
豆
の
国
市
が
真
に
行
政
運

営
を
行
う
に
は
、　
一
日
も
早
く

暫
定
施
行
条
例
を
検
討
し
て
、

市
内
全
体
を
対
象
に
制
定
す
る

条
例
と
、
旧
三
町
の
類
似
し
て

い
る
条
例
は
整
理
統
合
し
て
、

新
市
伊
豆
の
国
が
目
指
す

「自

然
を
守
り
文
化
を
育
む
魅
力
あ

る
温
泉
健
康
都
市
」
の
実
現
に

必
要
な
条
例
と
し
て
、
広
く
市

民
に
周
知
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

Ｚ

り

。

最
後
に
、　
一
部
地
域
に
関
係

す
る
条
例
の
暫
定
扱
い
に
つ
い

て
、
市
当
局
の
検
討
内
容
を
伺

っ

た
。

ハ
）

は
制
動
数
鰤
囲
に
は
当
抑

山
町
水
道
水
源
保
護
に
関
す
る

条
例
、
伊
豆
長
岡
町
空
き
地
の

環
境
保
全
条
例
な
ど
が
あ
る
。

し
か
し
政
策
的
な
判
断
を
要
す

る
も
の
と
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
調
査
な
ど
が
必
要
に
な
る
場

合
も
含
め
て
、
条
例
の
必
要
性

や
ね
ら
い
を
現
在
検
討
し
て
い

る
。類
似
し
て
い
る
条
例
等
に
つ

い
て
も
立
法
事
実
の
確
認
等
が

必
要
と
考
え
、
現
在
検
討
し
て

い
る
。
一
部
の
地
域
に
関
係
す
る
条

例
の
今
後
の
扱
い
は
、
適
正
な

時
期
に
条
例
等
を
提
案
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ｍ
ｐ

剣
蹄
抑
詠
け
榊
孵
隋
階
姉

る
条
例
を
、
市
内
全
校
を
対
象

に
す
べ
き
。

ハ
ワ
炒
紆
輔
硼
胤
物
鵬
彙
ダ
断

い
う
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
等
で
前

向
き
に
検
討
を
考
え
て
い
る
。

長岡保育園給食風景



災
害
備
蓄
条
例
・
日
曜
窓
ロ

業
務
の
開
始
に
つ
い
て

伊

藤

泰

伊

災
害
備
蓄
条
例
に
つ
い
て

倫
響
『
瑞
鰈
静
制
劉
靭

つヵ、
れ
の ．

は
、
人
間
に
不
可
欠
の
排
せ
つ

か
ら
来
る
不
衛
生
さ
、
水
が
流

れ
ず
茶
色
い
水
で
あ
ふ
れ
た
便

器
。
ト
イ
レ
か
ら
あ
ふ
れ
た
汚

水
で
汚
れ
た
床
に
毛
布
を
敷
か

ざ
る
を
得
な
い
人
た
ち
。
水
道

局
関
係
者
も
当
時
の
ト
イ
レ
事

情
に
つ
い
て

「も
う
思
い
出
し

た
く
な
い
光
景
」
と
話
し
、
東

海
地
震
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
中
、

自
治
体
が
緊
急
用
に
備
蓄
し
て

い
る
ト
イ
レ
は
あ
る
か
、
早
急

に
災
害
備
蓄
条
例
を
つ
く
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

血
Ψ

姉
贅
訓
Ｆ
秤
鼎
鵬
い
も
燿

化
し
た
場
合
や
、
地
震
災
害
が

発
生
し
た
場
合
の
生
活
の
確
保

を
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
備

蓄
を
行

っ
て
お
り
、
食
料
及
び

生
活
必
需
品
や
飲
料
水
の
確
保

を
初
め
、
医
療
救
護
、
防
疫
及

び
保
健
活
動
並
び
に
避
難
所
で

必
要
と
な
る
設
備
や
資
機
材
を

配
備
し
、
ま
た
は
必
要
な
と
き

直
ち
に
配
備
で
き
る
よ
う
準
備

を
し
て
お
く
も
の
で
、
新
た
に

災
害
備
蓄
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
は
予
定
を
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

日
曜
窓
口
業
務
開
始
に
つ
い
て

論
Ⅲ
躙
囃
岬
業
副
い
耐
袷
い
雄

も
男
女
雇
用
機
会
均
等
で
あ
り
、

夫
婦
と
も
ど
も
働
く
家
庭
が
大

事
で
平
日
の
来
庁
が
困
難
な
市

民
の
た
め
に
、
又
日
曜
の
窓
口

に
よ
り
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
寄
与
し
、
業
務
上
促
進
に

な
り
得
る
の
で
は
。

ぬ
Ψ

嘲
鶴
鰈
協
崚
詢
割
琳
螂
向

の
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
と
税
務
課
、

会
計
課
、
福
祉
課
で
行

っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
の
十
二

市
町
に
お
い
て
、
広
域
窓
口
相

互
交
付
を
実
施
し
て
お
り
、
自

分
の
住
ん
で
い
る
市
町
以
外
の

役
所
窓
口
に
お
い
て
も
、
住
民

票
と
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

倫
，
日
曜
窓
口
業
務
開
始
は
。

ぬ
Ｗ

却
嘲
磁
曲
帥
馴
輝
奴
肺
贅

踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
伴
う
難
視
聴
地
区
の
情
報

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

大

沢
秀

光

倫
鱚
脚
順
域 ．
神
対
ジ ．
鋤
哨
脚
送 ．

が
開
始
さ
れ
て
か
ら
二
年
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
放
送
は
、
二
〇

一
一
年

七
月
二
四
日
で
終
了
し
、
デ
ジ

タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
完
全
に
移

行
し
ま
す
。

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
が
高
画

質

・
高
音
質
な
映
像
と
音
声
で

よ
り
便
利
で
、
よ
り
魅
力
的
な

も
の
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

し
か
し
、
現
在
難
視
聴
地
区

で
の
テ
レ
ビ
放
送
は
、
地
域
ご

と
に
共
聴
組
合

・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
等

に
よ

っ
て
受
信
し
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、
受
信
シ

ス
テ
ム
の
変
更
等
に
多
額
の
費

用
が
必
要
で
、
独
自
に
対
応
す

る
の
は
大
変
困
難
で
す
。

①
伊
豆
の
国
市
の
基
本
的
な
考

え
方
は
、
ど
の
よ
う
に
な

っ
て

い
ま
す
か
。

②
難
視
聴
地
域
の
設
備
改
修
費

用
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

③
地
域
住
民
へ
の
説
明
等
は
、

考
え
て
い
ま
す
か
。

ぬ
Ｗ
詢
卿
雌
¨
脚
跡

、
い
請
報
、

中
継
局
に
大
規
模
中
継
局
を
整

備
す
る
計
画
で
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
は
、
当
市
が

目
ざ
す
電
子
市
役
所
の
サ
ー
ビ

ス
提
供
手
段
の

一
つ
と
し
て
位

置
づ
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
国
の
施
策
で
あ
り
、
現
段
階

で
は
難
視
聴
地
域
対
策
等
の
具

体
的
な
費
用
な
ど
の
全
体
像
が

い
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な

い
現
状
下
で
あ
り
、
費
用
負
担

に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
状

況
で
あ
る
の
で
受
益
者
負
担
で

お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
や
今

後
の
動
向
を
見
据
え
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

③
地
域
住
民
へ
の
説
明
等
に
つ

い
て
は
、
広
報

・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
活
用
し
て
、
市
民

へ
の

情
報
提
供
を
し
て
い
き
た
い
。

（

ど
う
な
る
の
ｒ

水
道
事
業
・水
道
料
金

古

屋

鋭

冶

倫
Ψ
廓
礎
梓
畔
一
、一
相
櫛
“
銹

計
画
は
。
ま
た
、
水
道
料
金
は

旧
３
町
間
で
格
差
が
あ
り
、
市

民
の
水
道
料
金
負
担
の
公
平
性

や
住
民
感
情
か
ら
、
早
期
に
統

一
す
る
必
要
性
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

ハ
Ｗ
詠
囃
酬
綺
は
数
卸
酬
鍵
幣

合
併
後
の
水
道
企
業
体
と
し
て

将
来
計
画
や
財
政
運
営
を
見
極

め
て
行
な
う
べ
き
で
、
１７
年
８

月
に

「伊
豆
の
国
市
上
水
道
基

本
計
画
」
を
策
定
す
べ
く
業
務

発
注
し
た
。
旧
韮
山
町
、
旧
大

仁
町
は
料
金
改
定
が
必
要
で
あ

る
が
、
本
計
画
の
中
で
１
制
度

と
し
て
の
料
金
改
定
を
考
え
て

お
り
料
金
改
定
は
同
時
期
が
適

切
と
考
え
る
。

現在の水道水1トンの単価

長 岡 韮 山 大仁

道

金

水

料 65円 70円 42円

給水

原価
60円 79円 41円
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論
Ⅲ

鋼
酬
¨
詠
龍
嗽
岬
赫
い

、

改
善
の
必
要
性
が
あ
る
。
取
組

み
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て

い
る
か
。

盆
翌

囃
綱
剛
庫
却
デ
訓
報
酬
‐６田丁

年
度
か
ら

「江
間
地
区
送
水
事

業
」
と
し
て
推
進
し
、
工
事
も

順
調
で
平
成
１８
年
４
月
１
日
に

は
新
し
い
水
が
供
給
さ
れ
る
。

論響馘刹̈
御わ̈
螺増嘲喝ａ

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

血Ｗ難動射相硝爛が日
（道詢

い
の
た
）
の
２
簡
易
水
道
が
平

成
１８
年
度
か
ら
市
の
上
水
道
に

統
合
さ
れ
る
。
残
り
５
簡
水
は

県
の
指
導
も
あ
り
、
上
水
道

へ

統
合
す
べ
く
協
議
を
重
ね
た
い
。

⑪

認

脚
許
灘
力ゝ 水
窄

麟

統

一
前
の
旧
町
単
位
で
の
値
上

げ
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

金
Ｗ
豚
碗
州
疇
帥
一
画
抑
画
蹴

純
利
益
の
落
ち
込
み
な
ど
で
改

定
の
時
期
。
旧
伊
豆
長
岡
は
積

立
金
５
億
円
以
上
あ
り
健
全
経

営
。
旧
大
仁
は
利
益
剰
余
金
が

少
な
く
近
々
改
定
必
要
。

県
の
整
備
統
廃
含
事
業

警
察
や
高
等
学
校
後

藤

員

一

警
察
の
整
備
統
廃
含

倫
赳
肺
量
刷
椰
編
鉄
障
需
卸
劉

と
ら
え
、
署
の
人
的
物
的
充
実

を
県
に
要
望
す
べ
き
で
は
な
い

か
。防
犯
の
視
点
で
街
づ
く
り
に

取
り
組
み

「安
全
街
づ
く
り
条

例
」
を
制
定
し
、
犯
罪
予
防
と

啓
蒙
を
図
る
べ
き
だ
。

ぬ
Ｗ
碑
れ
ば
晰
徴
は
翻
¨
研
剛

ず
だ
が
、
必
要
な
こ
と
は
要
望

し
て
い
き
た
い
。

警
察
と
行
政
と
住
民
と
の
連

携
で
、
生
活
弱
者
が
守
ら
れ
、

犯
罪
の
起
き
難
い
街
づ
く
り
を

し
た
い
。
学
校

。
児
童
生
徒
の

安
全
も
含
め
て
、
犯
罪
予
防
の

た
め
の
点
検
と
管
理
に
努
め
、

犯
罪
予
防
の
啓
蒙
、
情
報
の
共

有
化
等
の
促
進
を
図
り
、
生
活

安
全
推
進
協
議
会
設
置
や
生
活

安
全
条
例
制
定
を
し
た
い
。

大
仁
高
校
の
整
理
統
合

倫鯰嶽昨猜赫嚇は版国洵）
存
続
運
動
を
起
こ
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

県
教
委
は
、
修
善
寺
工
高
を

候
補
地
と
し
て
、
新
設
の
作
業

を
進
め
て
い
る
。
だ
か
ら
、
大

仁
高
跡
地
利
用
の
交
渉
を
始
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
県
立
の

特
徴
あ
る
専
門
学
校
か
、
リ
ハ

ビ
リ
セ
ン
タ
ー
な
ど
は
ど
う
か
。

Ａ
Ｗ

以
は
前
朔
酎
藪
謝
輌
』
』
。

や
実
績
の
あ
る
学
校
で
あ
る
。

同
窓
会

。
後
援
会

。
Ｐ
Ｔ
Ａ

・

商
工
会
等
の
協
力
を
得
て
、
教

育
長
に
反
対
の
意
思
表
示
を
伝

ンえ
」に
い
。

跡
地
利
用
は
、
ま
だ
考
え
て
い

な
い
。
統
廃
合
は
地
域
全
体
を

よ
く
見
つ
め
て
行
う
べ
き
だ
。

儒［Ｍ
・育嘲賜敵帖制謁辞職

期
に
是
正
さ
れ
た
い
。

ＡＷ
府漱を。時動許耐“凝術。 近

隣
よ
り
高
い
保
育
料
を

値
下
げ
し
て
子
育
て
支
援
を

田

中

正

男

論
Ⅲ

Ｍ
靡
酬
蹴
袷
瑚
囃
凛

一 所
齢

安
い
所
に
合
わ
せ
た
が
、
伊
豆

市
、
三
島
市
と
比
較
す
る
と
、

当
市
は
全
て
の
階
層
で
高
い
。

ま
た
、
二
人
以
上
預
け
た
時

の
減
額
措
置
は
、
三
島
市
、
沼

津
市
な
ど
が
、
全
階
層
で
料
金

の
高
い
下
の
子
を
半
額
と
し
て

い
る
の
に
対
し
、
当
市
は
所
得

の
高
い
階
層
で
、
料
金
の
安
い

上
の
子
を
半
額
と
し
て
い
る
為

違
い
は
大
き
い
。
料
金
の
値
下

げ
を
し
て
子
育
て
支
援
を
。

Ａ
Ｗ

軒
鍛
硼
薇
助
河
ゲ
敵
脚
い

い
る
。
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
、
当
市
に
住
み
た
く
な
る
よ

う
に
子
育
て
支
援
を
積
極
的
に

行
な
っ
て
い
く
。
次
年
度
に
向

け
て
十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

個
人
情
報
保
護
を
理
由
に
サ
ー

ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
対
策
を

倫
蜃

励
幌
劉
』
Ч
陣
爆
腱
悩
か

か
ら
と
渡
さ
ず
、
お
年
寄
り
に

役
所
に
取
り
に
来
る
よ
う
に
し

た
。
ま
た
、
成
人
式
の
通
知
は
、

名
簿
を
実
行
委
員
会
に
渡
せ
な

い
の
で
発
送
せ
ず
、
希
望
者
は

役
所
に
申
し
込
む
よ
う
に
広
報

へ
載
せ
た
。
そ
れ
に
よ
り
市
民

か
ら
苦
情
や
不
満
が
出
た
。

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
の
工

夫
と
、
サ
ー
ビ
ス
を
後
退
さ
せ

な
い
対
策
を
。

Ａ
Ｗ

柿
か
嘲
細
射
柔
脚
以
研
卿

合
は
、
名
簿
を
回
収
す
る
な
ど

の
適
切
な
措
置
を
と
り
、
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う

職
員

へ
の
周
知
徹
底
を
図
り
た

い
。

ｍ
判

脚
以
榔
酬
畔
群
紅
』
脚
一

理
由
を
伝
え
、
理
解
を
得
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

ぬ
Ｗ

呼
¨
珊
興
卿
ダ
徊
蜘
れ
費

よ
う
十
分
説
明
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

大仁高校

園児の遊び風景
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下草がなく土壌が流出した人口林

平
成
十
八
年
度
予
算
編
成
と

市
内
排
水
計
画
に
つ
い
て

鰤
ε

賄
嘲
動
螺
御
狙
制
砒
牲
師

予
算
に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て

い
く
の
か
。

ハ
ψ

赫
釧
針
麒
け
晰
責
柿
融
漱

ら
要
望
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

い
た
り
、

「ま
ち
づ
く
り
ご
意

見
箱
」
に
て
直
接
ご
意
見
を
伺

う
な
ど
、
改
善
と
要
望
を
取
り

入
れ
る
た
め
の
努
力
を
し
て
い

ま
す
。

嵐γ
予算
編成
方
針
は。

ＡＳｈ数」献神はい環帥詢

褥Ⅷ敵ｒ新融ど数靴ど楔舛

嘲州れゲ螺嚇̈
確釧崚撮状

又Ψ施設の有効利用は。

盆Ψ時割ｂ『悧酬脚跛レ″

脚割̈
牌康デ利わ“獅酬州

要がある。
山
下
喜子志　　鰤闊
肺知剛外喘『吻刺猟と

水
害
対
策
の
抜
本
的
解
決
は

ハ
Ψ

岬
制
政
」
「初
純
¨
却
姉
硼

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
旧
町

の
公
共
雨
水
計
画
に
お
け
る
降

水
状
況
や
、
各
排
水
機
場
の
流

域
計
算
な
ど
の
デ
ー
タ
を
取
り

ま
と
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
の
冠
水
状
況
や
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
な
ど
も
踏
ま
え
、
新
し
い

工
法
も
検
討
し
な
が
ら
総
合
的

な
排
水
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

「森
林
新
税
条
例
」案
に
伴
う

市
の
対
応
に
つ
い
て

水

口
成

男

締
闊

師
綱
碑
刺
ド
晰
制
劇
螂
制

推
進
の
た
め
、
来
年
度
か
ら
導

入
す
る

「森
林

（も
り
）
づ
く

り
県
民
税
条
例
」
案
と

「
し
ず

お
か
の
森
林
と
県
民
の
共
生
に

関
す
る
条
例
」
案
を
ま
と
め
、

県
議
会
十
二
月
定
例
会
に
上
程

す
る
方
針
を
固
め
ま
し
た
。

森
林
が
、
水
源
涵
養
や
土
砂

災
害
の
防
止
、
二
酸
化
炭
素
の

吸
収

・
貯
蔵
、
酸
素
の
供
給
、

動
植
物
の
生
息
場
所
、
い
や
し

の
場
の
提
供
な
ど
、
多
様
な
機

能
を
発
揮
す
る
に
は
人
工
林
を

で
き
る
だ
け
自
然
に
近
い
森
に

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
。

ハ
Ψ

御
純
］
蜘
帥
な
椰
彪
嚇
は

発
揮
で
き
る
森
林
を
整
備
し
て

い
く
上
で
、
こ
の
た
び
の

「森

林
づ
く
り
県
民
税
」
の
使
途
先

な
ど
に
つ
い
て
県
と
十
分
協
議

し
な
が
ら
、
ま
た
森
林
所
有
者

に
は
市
の
補
助
事
業
で
あ
る
間

伐
等
の
優
良
林
育
成
事
業
等
を

大
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、

荒
廃
し
た
森
林
の
再
生
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
「し
ず
お
か
の
森
林
と
県
民

の
共
生
に
関
す
る
条
例
」
は
、

す
べ
て
の
県
民
の
役
割
を
明
確

に
し
、
連
携
し
て
森
林
を
整
備

・

保
全
、
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
な

機
能
の
維
持
向
上
を
図
る
こ
と

（森
林
の
共
生
）
を
考
え
て
い

ま
す
。
間
伐
等
の
造
林
事
業
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
に
も
県
の
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
専
門
知

識
を
持
つ
森
林
組
合
な
ど
と
緊

密
に
連
携
を
と
り
、
所
有
者
の

理
解
を
得
な
が
ら
森
林
の
荒
廃

対
策
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

行
財
政
改
革

の
推
進
を

増

島

一
良

予
算
額
を
百
六
十
億
に
お
さ

え
る
、
総
額
三
百
六
十
億
の
市

債
返
済
の
た
め
に
も
、
行
財
政

改
革
は
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。

強
力
に
推
進
し
改
革

へ
の
市
民

の
大
な
る
期
待
に
応
え
る
べ
き

と
考
え
る
。

％
γ

臥
細
嚇
麟
っ
市 一
御
顧
岬
¨

内
部
組
織
の
推
進
状
況
は
。

金Ψ
肺峠蛯幹脚』杜絢“師

置した。

ねγ
報椰進ヵ、発議銘晰側脚融。

ハΨ
動駅̈
棚剛Чユ」は剛

た。ゾε酬暉碇勤級郭輪̈
胸酬

し
な
ど
検
討
さ
れ
て
い
る
事
項

一■い
。

ハ
Ψ

者
「飾
剛
軍
桐
嘘
叙

。 と
蝦
怖

金
Ｌ
行
政
組
織
Ｌ
職
員
給
与

・

定
数
管
理
」
な
ど
で
す
。

血ポ
師師側融囃叫縁脚趾一

い

つ
に
な
る
の
か
。

四日町排水機場周辺
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薦冒琳脚̈
帥牌』畑．録し、

介
護
保
険
計
画
と

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

策
定
中
の
第
二
次
介
護
保
険

事
業
計
画
は
、
私
達
市
民
の
健

康
で
生
き
生
き
と
し
た
活
力
あ

る
高
齢
期
の
実
現
を
目
指
す
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑪
鑽
」
と給醤
量

ぬΨ調劉鰤硼隆襲菫冊剛傘

朝ｕ螺柱ポ静̈瑞「確晩一汗ヶ

魚貯縣硼晴髪構成％収勅針。

会冒疇醐猪脚輛肺針ａバれｏ

鍮巳制雌に一勅籠曲”動畔

はれ凱磁』̈
あヵゝダ̈
畔瑯馴

怒馴，隔牌狙酬牌囃いいば

製瑯宅得ることが必要と思

金冒勝̈
鵬麟董「」蘭師剛

なる予定である。

新
市
組
織

の

見
直

し
に

つ
い
て

水

口

哲

雄

伊
豆
の
国
市
が
誕
生
し
、
八

ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
十
月

一
日
に
新
助
役
も
選
任
さ
れ
、

よ
う
や
く
新
執
行
部
体
制
も
整

い
ま
し
た
。
さ
て
、
行
政
組
織

は
、
昨
年
の
合
併
協
議
会
で
の

決
定
を
受
け
、
本
庁
と
二
つ
の

総
合
支
所
が
設
置
さ
れ
、
地
域

住
民
の
利
便
性
の
確
保
、
地
域

振
興
、
生
活
関
連
基
盤
整
備
等

の
機
能
を
確
保
す
べ
く
着
実
に

業
務
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
最

初
か
ら
完
全
な
組
織
や
制
度
な

ど
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
八
ヶ
月

が
過
ぎ
、
あ
る
程
度
改
善
す
べ

き
所
や
、
問
題
点
が
出
て
き
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
組
織
は
大

き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
複
雑
化

す
る
も
の
で
す
。
常
に
そ
の
時
々

の
市
民
の
二
―
ズ
に
合
わ
せ
た

見
直
し
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

鳥
巳
隣
姉
政
麒
一
働
』
卿
純
哄

面
か
ら
見
て
も
今
後
も
本
当
に

必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

韮
山
、
大
仁
の
二
支
所
は
サ
ー

ビ
ス
の
質
を
落
さ
な
い
範
囲
で

簡
素
化
が
考
え
ら
れ
な
い
か
。

そ
も
そ
も
支
所
の
役
割
、
機
能
、

規
模
は
ど
の
程
度
が
良
い
と
考

え
て
い
る
の
か
。

血
Ｗ

劇
噺
柳
馘
型
酬
靱
¨
嘲
観

所
で
す
。
そ
の
中
で
、
支
所
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
改
善
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最

終
的
な
結
論
を
出
し
て
い
な
い

が
、
総
合
支
所
で
の
二
課
方
式

は
、
多
少
見
直
し
す
る
可
能
性

は
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

論
Ⅲ
酬
暉
っ
Ⅷ
『
研
枷
＝
わ
い

言
わ
れ
て
い
た
が
。

血
Ｗ

崎
酬
麟
詢
祈
融
濤
型
「
鉤

員
適
正
化
計
画
を
現
在
策
定
中

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
に
沿

っ
て
実
施
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
予
算
編
成

の
基
本
方
針
に
つ
い
て

矢

田
博

美

鰤
鱚
朝
珈
い
鍛
い
朔
紐
持
，
ま
ぃ
橘

の
予
算
編
成
に
つ
い
て
の
基
本

方
針
は
。

Ａ
Ψ

嚇
れ
か
卿
励
嘲
嘲
可
だ
岬

化
を
図
り
、
市
民
要
望
に
応
え

る
行
政
運
営
を
目
指
す
。

勒
鱚
輸
備
慨
鳩
劇
降
レ
醐
薇
一

市
債
発
行
（借
入
）は
公
債
費
（返

済
）以
内
と
し
市
債
残
高
を
減

ら
す
こ
と
が
重
要
。
よ

っ
て
市

債
発
行
枠
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

命
Ｖ
可
崎
飾
な
国
い
い
わ
け
は

高
を
増
や
さ
な
い
為
、
原
則
と

し
て
元
金
の
償
還
額

（返
済
）

を
借
入
額
の
上
限
と
し
た
い
。

⑪

翻

剛
維

撻

聰

）

今
後
の
財
政
運
営
を
勘
案
す
る

と
基
金
の
確
保
が
必
要
。
合
併

算
定
替
と

一
本
算
定
の
差
額
九

億
円
の
半
分
は
少
な
く
と
も
積

立
す
べ
き
。

ＡΨ猜帥輝破継嘲脚画麒硼
措
置
で
あ
り
ま
す
が
、
行
政
改

革
等
を
推
進
し
、
そ
の
差
額
を

積
立
す
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

Ａ
Ｍ
師
嚇
蛯
鵬
隊
柿
縁
浸
篠
林
ヽ

規
模
は
決
算
ベ
ー
ス
百
六
十

一

億
円
が
現
状
で
は
限
度
と
考
え

る
が
。

命
Ψ

模 一
剛
麟
鮒
胸
鰤
ｔ
到
靭
糊

考
慮
す
る
と
百
六
十
億
円
程
度

を
想
定
。

綸
Ψ
齢
鮒
帥
腑
請
櫛
鰤
胸
釧
畦
、

つ
い
て
の
考
え
方
は
。

金
Ψ

嗜
臨
酬
げ
は
騎
棘
ビ
喘
躍

資
的
経
費
は
安
心
安
全
と
生
活

関
連
を
第

一
に
進
め
て
い
き
、

繰
出
金
は
今
後
検
討
を
要
す
る

内
容
と
認
識
。

市
道
宗
光
寺
～
南
條
間
の

道
路
拡
幅
に
つ
い
て

⑪

錫

純
蒙

肝

砒
姓
刺

道
幅
が
狭
く
す
れ
違
い
が
危
険
。

南
條
交
差
点
工
事
が
予
定
さ
れ
、

迂
回
路
と
し
て
も
拡
幅
が
必
要
。

④
珈
硼解
漿
写
つ

県
工
事
前
に
拡
幅
を
考
え
た
い
。
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常任委員会報告

平成17年度補正予算は、議案第111号伊豆の国市一般会計補正予算(第4詈)、及び議案第112詈から115詈までの

特別会計が、各委員会に付託され詳細に審議がされました。審議内容は、各委員会報告のとおりです。

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会
で
は
、
付
託
さ

れ
た
補
正
予
算

（第
四
号
）
に

つ
い
て
、
所
轄
の
企
画
部
、
総

務
部
＾
三
支
所
の
一
般
会
計
と
、

国
民
健
康
保
険
と
老
人
保
健
の

特
別
会
計
を
審
議
し
た
。

主
な
歳
入
で
は
、
県
支
出
金

の
合
併
特
別
交
付
金
七
千
三
百

六
十
万
円
の
説
明
を
求
め
た
。

当
局
よ
り

「合
併
後
五
年
間
に

七
億
五
千
万
円
の
交
付
予
定
で
、

今
年
は

一
億
円
の
予
定
が
、
県

に
予
算
が
あ
り
追
加
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
も
あ
り
、
財
政
調
整

基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
、
四

千
六
百
万
円
ほ
ど
減
額
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
」
と
の
こ
と
。

歳
出
で
は
、
公
文
書
管
理
費

百
五
十
万
円
は
、
旧
三
町
の
文

書
保
存
の
た
め
。
公
用
車
、
バ

ス
維
持
管
理
費
二
百
四
十
万
円

は
、
使
用
回
数
の
増
と
燃
料
代

値
上
げ
分
。
特
別
職
の
人
件
費

五
百
八
十
八
万
円
の
減
額
は
、

助
役
、
収
入
役
の
不
在
期
間
の

給
料
分
な
ど
。

国
保
で
は
県
の
特
別
調
整
交

付
金
が
入
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
予
測
等
も
あ
り
、
医

療
費
の
増
額
に
充
て
た
も
の
。

福
祉
環
境
委
員
会

市
民
環
境
部
所
管
の
歳
入
で

は
、
広
域
廃
棄
物
処
理
施
設
候

補
地
選
定
業
務
負
担
金
百
五
十

八
万
三
千
円
を
計
上
す
る
も
の

で
あ
り
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
職
員
の
人
件
費

の
補
正
、
公
園
の
維
持
管
理
費

十
九
万
円
、
広
域
ゴ
ミ
処
理
施

設
候
補
地
選
定
業
務
委
託
料
三

百
五
十
万
円
、
長
岡
焼
却
場
の

ゴ
ミ
破
砕
機
他
改
修
工
事
二
千

八
百
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
す

る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

健
康
福
祉
部
所
管
の
歳
入
で

は
児
童
福
祉
費
負
担
金
に
お
い

て
国
、
県
の
母
子
入
所
施
設
措

置
費
等
負
担
金
十
七
万
四
千
円

の
計
上
で
あ
り
ま
す
。

歳
出
で
は
、
福
祉
課
職
員
と

高
齢
者
支
援
室
職
員
の
人
件
費

の
補
正
、
伊
豆
つ
く
し
学
園
運

営
費
負
担
金
十
二
万
円
、
母
子

施
設
入
所
者
負
担
金
二
十
三
万

四
千
円
の
計
上
、
県
の
補
助
金

交
付
額
の
減
額
に
基
づ
く
田
方

救
急
医
療
協
議
会
負
担
金
十
三

万
五
千
円
の
追
加
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
で
は
賛
成
多
数
で
あ

っ

た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

観
光
建
設
委
員
会

伊
豆
の
国
市

一
般
会
計
補
正

予
算
（第
４
号
）
の
委
員
会
所
管

の
歳
入
歳
出
に
つ
い
て
、
慎
重
に

審
議
を
行
い
結
論
を
出
し
た
。

農
林
業
費
で
は
、
事
業
実
施
の

予
定
（長
崎
。浮
橋
等
）
が
変
更
に

な

っ
た
状
況
を
地
域
に
は
説
明

済
み
と
の
事
で
あ
っ
た
が
、
議
会

が
補
正
予
算
の
審
議
時
ま
で
知

ら
な
い
の
で
は
、
地
域
に
対
し
て

対
応
出
来
な
い
。
今
後
は
速
や
か

に
報
告
す
る
事
を
要
望
す
る
。

商
工
費
で
は
、
電
気
料
等
の
経

費
は
毎
年
の
実
績
に
よ
る
も
の

で
、
事
故
等
が
無
い
限
り
大
き
な

補
正
は
お
か
し
い
と
の
意
見
が

あ
り
、
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

土
木
費
で
は
、
〈
口
併
支
援
重
点

道
路
整
備
事
業
に
対
す
る
市
負

担
も
増
え
て
事
業
実
施
と
な
る
。

県
事
業
と
は
い
え
、
用
地
。物
権

補
償
に
は
誠
意
を
持

っ
て
対
応

す
る
事
を
要
望
す
る
。

以
上
、
立思
見
や
要
望
を
付
け

た
が
、
状
況
変
化
に
対
応
し
て

の
事
業
な
ど
、
補
正
予
算
は
妥

当
で
あ
る
と
確
認
し
、
採
決
で

は
委
員
全
員
が
賛
成
し
た
事
を

報
告
す
る
。

文
教
委
員
会

文
教
委
員
会
所
管
の
予
算
は
、

四
百
七
十
六
万
八
千
円
の
増
額

補
正
で
、
予
算
総
額
は
、
一
一十
六

億
九
百
九
十
六
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
歳
入
の
財
源
は
、
教
育
債

で

あ
り
、
長
岡
図
書
館

の
ア
ス
ベ

ス
ト
飛
散
防
止

工
事
や
、
給
食

職
員
の

一
名
減
で
の
減
額
も
あ

っ

た
。

‐―‥
‐，
障
害
児
保
育
事
業
五
百
七

十
八
万
円
の
増
額
は
。

囲
一
慈
恩
二
名
、
楽
生

一
名
、
ち

と
せ

二
名
、
計
五
名
が
補
助
対

象
と
な

っ
た
た
め
の
増
額
。

――
‐
，‐‐
、
長
岡
温
水
プ
ー
ル
修
繕
費

八
百
十
九
万
七
千
円
は
。

圏
一
ろ
過
機
の
磨
耗
し
た
ギ
ア

の
取
替
え
工
事
。

■
一
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
金

四
万
八
千
円
は
。

日
一
韮
山
地
区
の
小
学
校
か
ら

要
望
が
あ
っ
た
た
め
。

ま
た
、
立思
見
と
し
て
、
大
仁
東

小
学
校
区
の
通
学
路
線
バ
ス
料

金
の
補
助
が
あ
る
が
、
一韮
山
エ

メ
ラ
ル
ド
地
区
か
ら
の
補
助
を

望
む
要
望
が
あ

っ
た
。
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4常任委員会は6名づつで構成され、議員24名全員が任務を担当しています。

具体的取り組みは、年4回の定例会会期以外でも行つています。

当
委
員
会
で
は
、
閉
会
中
の

事
務
調
査
と
し
て
、
三
回
の
会

議
を
開
催
し
た
。
行
財
政
の
合

理
化
に
つ
い
て
、
物
件
費
の
特

に
賃
金
委
託
料
に
つ
い
て
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

伊
豆
の
国
市
の
当
初
予
算
は

百
七
十
二
億
円
で
あ
り
、
フ」
の

限
ら
れ
た
予
算
で
サ
ー
ビ
ス
を

最
大
限
に
引
き
上
げ
る
た
め
に

は
、
行
財
政
運
営
の
効
率
化
の

追
及
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
の
物
件
費
は
、
約
二

十
六
億
円
で
２０
．
８
％
を
占
め
、

需
用
費
は
、
九
億
九
千
万
円
で

２７
・
６
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

消
耗
品
は
、
物
品
購
入
の
集

中
管
理
を
す
れ
ば
経
費
の
節
減

が
望
め
る
と
思
い
ま
す
。

委
託
料
は
、
十
四
億
九
千
万

円
で
、
物
件
費
全
体
の
５４
・
２
％
。

民
間
委
託
が
進
む
と
委
託
料
が

大
き
く
な
る
。
職
員
に
で
き
る

も
の
と
で
き
な
い
も
の
と
の
区

別
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
た

い
。物
件
費
は
職
員
の
心
構
え
で

伸
び
縮
み
す
る
の
も
事
実
で
す
。

伊
豆
の
国
市
初
年
度
、
市
職
員

の
英
知
と
努
力
に
よ
り
大
幅
な

経
費
削
減
を
す
べ
き
と
考
え
ま

す
。委

員
会
視
察
研
修

平
成
十
六
年
三
月

一
日
、
下

呂
町
を
中
心
に
四
町

一
村
が
合

併
し
て
誕
生
し
た
岐
阜
県
下
呂

市
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

人
口
・生
活
環
境
な
ど
が
当

市
と
類
似
点
が
あ
り
、
ま
た
、
積

極
的
に
改
革
と
合
併
特
例
債
事

業
を
推
進
中
で
し
た
。

合
併
後
、
行
政
改
革
大
綱
を

作
成
し
、
推
進
本
部
を
立
ち
上

げ
、
積
極
的
に
行
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
る
様
子
が
伺
え
ま

し
た
。
下
呂
市

へ
向
か
う
途
中
、
中

仙
道
馬
籠
宿
を
見
学
し
ま
し
た
。

美
濃
と
の
境
に
あ
り
、
急
な
坂

道
の
両
側
に
石
を
積
ん
で
家
を

建
て
、
旅
籠
や
飯
屋
が
軒
を
並

べ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
帰
路
高
山
市
に
立
ち
寄

り
、
高
山
陣
屋
を
中
心
に
開
け

た
街
並
み
を
視
察
。
朝
市
の
賑

わ
い
に
は
驚
き
ま
し
た
。

次
の
松
本
市
で
は
、
市
街
地

中
心
部
の
整
備
、
特
に
電
線
の

地
中
化
に
よ
る
街
の
景
観
、
高

質
空
間
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。

福
祉
環
境
委
員
会

本
委
員
会
の
調
査
項
目
に
つ

い
て
、
以
下
の
と
お
り
報
告
し

ま
す
。
最
初
に
市
民
環
境
部
所
管
事

項
の
広
域
廃
棄
物
処
理
施
設
整

備
に
関
す
る
調
査
は
、
十
月
十

八
日
に
、
廃
棄
物
処
理
施
設
整

備
組
合
設
立
準
備
会
の
設
立
経

過
や
準
備
会
の
業
務
ヽ
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等
に
つ
い
て
の
報
告
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
十

一
月
十
六
日

・
十

七
日
に
は
、
先
進
地
視
察
を
実

施
し
、
滋
賀
県
栗
東
市
の
環
境

セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
、
最
新
の

焼
却
施
設

（全
連
続
焼
却
式
ス

ト
ー
カ
ー
炉
七
十
六

ン
ト
／
日
と

回
転
式
表
面
溶
融
炉
十
ト
ン／
日
）

及
び
併
設
さ
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル

施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
二
月
に
竣
工
し

た
施
設
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

ご
み
処
理
施
設
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
清
潔
で
、
気
に
な
る
臭
気

や
塵
埃
も
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
特
に
、
こ
の
施
設
の
特
徴
と

し
て
、
市
民
の
学
習
場
と
し
て

の
機
能
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が

印
象
的
で
あ
り
ま
し
た
。
翌
日

は
隣
の
甲
賀
市
に
お
け
る
生
ご

み
堆
肥
化
事
業
の
先
進
地
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

次
に
、
健
康
福
祉
部
所
管
事

項
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

関
す
る
調
査
に
つ
い
て
は
、
十

七
年
八
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
函
南
町
仁
田
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム

「ぶ
な
の
森
」
を
視

察
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
鉄
骨
造
地
上
四

階
建
、
延
床
面
積
五
千
七
百
五

十
九

・
九
平
方
メ
ー
ト
ル
、
土

地
面
積
三
千
百
六
十
七
平
方
メ
ー

ト
ル
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

八
十
床
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
十

床
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
四
十
名
を

有
し
、
他
に
居
宅
介
護
支
援
事

業
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し

た
。特
に
こ
の
施
設
の
特
徴
と
し

て
、
全
室
個
室
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ア
方
式
の
介
護
で
あ
り
、
個
人

の
空
間
を
基
調
と
し
た
設
計
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
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十
月
十
三
日
の
委
員
会
で
は
、

県
外
研
修
に
つ
い
て
最
終
的
な

視
察
内
容
を
協
議
し
、
農
業
振

興
、
観
光
商
工
、
都
市
計
画
等

の
研
修
に
決
定
し
、
担
当
課
よ

り
視
察
先
の
事
前
調
査
を
行

っ

た
。
ま
た
、
市
長
よ
り
中
国
視

察
に
つ
い
て
農
業
と
観
光
の
振

興
が
テ
ー
マ
で
あ
る
事
か
ら
、

関
連
あ
る
と
し
て
説
明
を
受
け

そ
の
目
的
を
確
認
し
た
。

十
月
二
十
日
か
ら
二
十

一
日

に
、
委
員
会
県
外
視
察
研
修
を

実
施
し
た
。
は
び
ろ
農
業
公
園

「み
は
ら
し
フ
ア
ー
ム
」
で
は
、

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

に
対
応
す
べ
く
、
関
連
産
業
の

開
発
や
経
営
体
の
育
成
、
営
農

支
援
体
制
の
現
状
を
視
察
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
の
支
援
体
制
の

あ
り
方
が
参
考
に
な

っ
た
。
ま

た
、
松
本
市
で
は
、
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
を
策
定
し
、

事
業
実
施
に
は
様
々
な
整
備
事

業
と
リ
ン
ク
さ
せ
、
電
線
の
地

中
化
や
河
川
整
備
、
歩
道
の
整

備
や
案
内

・
サ
イ
ン
計
画
な
ど
、

ま
ち
の
景
観
に
総
合
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
姿
勢
に
感
銘
を
受

け
た
。
区
画
整
理
等
、
地
域
住

民
と
行
政
の
関
係
に
つ
い
て
、

踏
み
込
ん
だ
調
査
を
す
べ
き
で

あ
っ
た
が
、
先
進
地
の
ま
ち
づ

く
り
と
し
て
非
常
に
参
考
に
な
っ

た
。十
月
二
十
五
日
の
委
員
会
で

は
、
農
業
振
興
課
の
浮
橋
の
温

泉
掘
削
の
状
況
に
つ
い
て
説
明

を
求
め
た
。
温
泉
の
利
用
方
法

は
、
来
年
度
に
検
討
す
る
と
の

説
明
が
あ

っ
た
が
、
農
業
振
興

だ
け
で
な
く
幅
広
く
活
用
方
法

を
検
討
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
観
光
商
工
課
は
、

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
説
明
が

あ
り
、
状
況
調
査
の
為
、
委
員

の
出
席
を
要
請
し
た
。
ま
た
三

商
工
会
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て

説
明
が
あ

っ
た
。
都
市
整
備
部

は
、
国

・
県
の
事
業
に
つ
い
て

現
在
ま
で
の
進
捗
状
況
を
聞
き
、

今
後
の
流
れ
に
つ
い
て
説
明
を

求
め
た
。
同
日
、
静
岡
県
沼
津

土
木
事
務
所
の
担
当
者
を
招
き
、

意
見
交
換
会
を
行
な

っ
た
。
平

成
十
七
年
度
以
降
の
主
要
事
業

の
推
移
の
説
明
を
受
け
、
伊
豆

の
国
市
内
の
河
川
、
道
路
、
急

傾
斜
地
等
の
事
業
推
進
の
計
画

を
確
認
し
た
。
後
日
、
委
員
会

で
は
、
国

。
県

・
市
の
実
施
し

て
い
る
工
事
の
視
察
を
行

っ
た
。

イ

市
内
教
育
関
係
各
施
設
で
行
っ

た
ア
ス
ベ
ス
ト
の
成
分
調
査
で

は
、
石
綿
を

一
パ
ー
セ
ン
ト
を

超
え
て
含
有
す
る
物
が
規
制
の

対
象
と
な

っ
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト

は
平
成
十
七
年
四
月
か
ら
、
毒

性
の
強
い
ク
ロ
シ
ド
ラ
イ
ト
と

ア
モ
サ
イ
ト
は
、
使
用

・
製
造

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
使
用
さ
れ
て
い
る
ア

ス
ベ
ス
ト
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら

輸
入
さ
れ
て
い
る
物
で
あ
り
、

四
十
九
検
体
を
東
洋
検
査
セ
ン

タ
ー

ヘ
分
析
調
査
を
依
頼
し
た
。

そ
の
う
ち
三
十
三
検
体
は
基
準

以
下
で
異
常
は
認
め
ら
れ
ず
、

三
検
体
の
施
設
で
異
常
が
認
め

ら
れ
た
が
、
す
で
に
三
施
設
と

も
改
装
済
み
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。

ま
た
、
十
三
検
体
を
追
加
分

と
し
て
検
査
委
託
を
し
、
広
報

等
で
そ
れ
ら
の
結
果
を
報
告
す

る
よ
う
確
認
し
た
。

大
仁
中
学
校
建
て
替
え
に
つ
い
て

校
舎
内
外
の
現
況
の
調
査
を

行

っ
た
。
校
舎
南
側
に
急
傾
斜

地
の
指
定
も
あ
る
が
、
現
在
地

以
外
の
代
替
地
の
考
え
は
な
く

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
五
ヶ

年
計
画
で
検
討
を
し
て
い
く
。

当
局
は
、
鍋
沢
町
営
住
宅
跡

地
利
用
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

生
徒
達
が
健
や
か
に
楽
し
め
る

場
の
提
供
を
考
え
て
い
き
た
い

と
し
て
い
る
。
当
委
員
会
調
査

で
は
立
て
替
え
の
必
要
性
を
感

じ
る
が
、
現
時
点
で
は
視
察
に

と
ど
め
、
今
後
も
課
題
と
し
て

取
組
ん
で
い
く
。

創
刊
号
内
で
二
点
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
、
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
８
Ｐ
　
３
段

（誤
）

富
士
見
幼
稚
園

↑

（正
）
富
士
美
幼
稚
園

◎
１０
Ｐ
　
４
段

（誤
）
歳
入
で
は

一　

　

　

　

↑

｛

（正
）

歳
出
で
は

勢優
讀
届
層
覇
護
破
奪―
藤

（　
編
集
後
記

昨
年
末
よ
り
、
編
集
作
業

に
入
り
、
慌
た
だ
し
い
中
で

の
２
号
発
刊
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
の
様
子
や
委
員
会
の

活
動
等
を
、
詳
細
に
市
民
の

皆
様
に
正
確
に
、
い
ち
早
く

お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う
取
組

ん
で
お
り
ま
す
。

創
刊
号
で
は

一
部
誤
り
が

あ
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

一

ま
し
た
。
今
後
は
チ
ー
ム
ワ
ー

一

ク
を
生
か
し
、
愛
さ
れ
親
し

一

み
あ
る
紙
面
づ
く
り
に
委
員

一

一
同

一
丸
と
な
り
邁
進
し
て

一

ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
一

表
紙
は
第
６
回
市
町
村
対

一

抗
駅
伝
の
ひ
と
コ
マ
で
す
。　
一

見
事
９
位
に
入
賞
致
し
ま
し

た
。
選
手
の
皆
様
ご
苦
労
様

一

で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
一

委

員

長

副
委
員
長

委
　
　
員

古
屋
　
鋭
治

菊
池
　
俊
彦

伊
藤
　
泰
伊

大
沢
　
秀
光

後
藤
　
』県
一

田
中
　
正
男

三
好
　
陽
子

柳
沢
　
秀
次

〃 ″ 〃 〃


